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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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〰
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〰
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〰
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〰
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規

則

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
一

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

大
分
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

訓

令

甲

大
分
県
行
政
考
査
規
程
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

大
分
県
職
員
提
案
規
程
の
廃
止
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

警
察
本
部
訓
令

大
分
県
警
察
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三

警
察
官
の
昇
任
試
験
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

大
分
県
警
察
に
お
け
る
人
事
評
価
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
四

〇
規

則

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
三
十
一
号

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
三
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
二
の
項
の
事
務
の
欄
の
第
一
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
の
第

二
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
、
「
配
置
従
事
者
身
分
証
明
書
再
交
付
申
請

書
」
を
「
配
置
従
事
者
身
分
証
明
書
再
交
付
申
請
書
等
」
に
改
め
、
同
欄
の
第
四
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
三
十
二
号

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
五
年
大
分

県
規
則
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
」
を
削
る
。

第
二
条
第
四
号
中
「
省
令
第
二
十
三
条
前
段
」
を
「
法
第
九
条
の
三
前
段
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中

「
省
令
第
二
十
三
条
後
段
」
を
「
法
第
九
条
の
三
後
段
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
省
令
第
二
十
四
条
」

を
「
法
第
九
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「あ

ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
２３

条
前
段

」
を
「あ

ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
第
９
条
の
３
前

段

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
中
「あ

ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
２３

条
後
段

」
を
「あ

ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
第
９
条
の
３
後

段

」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
中
「あ

ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
２４

条
」
を
「あ

ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
第
９
条
の
４

」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

目
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平
成
二
十
九
年

（ 金 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

三
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三
月
三
十
一
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）
発
行
人

大

分

県

編
集

佐
伯
印
刷
㈱

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

一



４
管
す
齢

理
る
及

者
検
び

及
査
経

氏
名
年
齢

管
理

者

従
事
す
る
者

４
管
す
経

理
る
歴

者
検
及
査

氏
名

管
理

者

従
事
す
る
者

び
に
放
従
射
事
性
す
同
る
位
者
元
の
素
氏
を
名
使
及
用
び

び
に
歴

放
従
射
事
性
す
同
る
位
者
元
の
素
氏
を
名
使
、
用
年

を

に
、
「１００

ミ
リ
レ

」

」

ミ
リ
レ
ム
／
１
週
間

を
」

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
３
月

に
、

」

排
気
中
の
放
射
性
同
位
元
素
の
濃
度

昭
和
５６年

厚
生
省
告
示
第
１６号

第
三
の
三

に
定
め
る
許
容
濃
度

排
気
中
の
放
射
性
同
位
元
素
の
濃
度

昭
和
５６年

厚
生
省
告
示
第
１６号

第
三
の
二

に
定
め
る
許
容
濃
度
の
１０分

の
１

を

に
、

」

」

排
水
中
の
放
射
性
同
位
元
素
の
濃
度

昭
和
５６年

厚
生
省
告
示
第
１６号

第
三
の
三

に
定
め
る
許
容
濃
度

放
射
性
同
位
元
素
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る

物
の
表
面
の
放
射
性
同
位
元
素
の
密
度

昭
和
５６年

厚
生
省
告
示
第
１６号

第
三
の
六

に
定
め
る
許
容
濃
度
の
１０分

の
１

を

に
、

」

」

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
三
十
三
号

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
大
分
県
規
則
第
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

第
一
条
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す

る
法
律
（
」
に
、
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
を
「
臨
床
検
査
技
師

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
、
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を

「
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
証
明
書
又
は
届
出
」
を
「
届
書
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
届
書
」
に
、
「
第
二
号
様

式
」
を
「
第
一
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
」
を
「
第
十
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
届
書
」
に
、
「
第
三
号
様
式
」
を
「
第
二
号
様

式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
を

「
第
十
七
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
届
書
」
に
、
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

省
令
第
十
七
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
届
書

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
届
書

イ

十
日
以
内
に
提
出
す
る
も
の

検
体
検
査
用
放
射
性
同
位
元
素
備
付
廃
止
届
（
第
四
号
様
式
）

ロ

三
十
日
以
内
に
提
出
す
る
も
の

検
体
検
査
用
放
射
性
同
位
元
素
廃
止
後
の
措
置
届
（
第
五
号
様

式
）

第
二
条
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
る
。

第
一
号
様
式
を
削
る
。

第
二
号
様
式
中
「キ
ユ
リ
ー

」
を
「ベ

ク
レ
ル

」
に
、

「

「

ム

」
を
「１

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

」
に
改
め
、
「の

１０分
の
１

」
を
削
り
、
「放

射
線
量

」
を
「実

効
線
量

」

に
、

「「「

「

「

「

「１０ミ
リ
レ
ム
／
１
週
間

」
を
「２５０マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
３
月

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
一
号
様
式

と
す
る
。

第
三
号
様
式
中
「キ

ユ
リ
ー

」
を
「ベ

ク
レ
ル

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
二
号
様
式
と
す
る
。

第
四
号
様
式
を
第
三
号
様
式
と
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

二
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第
五
号
様
式
中
「キ

ユ
リ
ー

」
を
「ベ

ク
レ
ル

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
号
様
式
と
す
る
。

第
六
号
様
式
を
第
五
号
様
式
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
三
十
四
号

大
分
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
介
護
保
険
財
政
安
定
化
基
金
管
理
規
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
訓

令

甲

大
分
県
訓
令
甲
第
五
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
行
政
考
査
規
程
（
昭
和
四
十
年
大
分
県
訓
令
甲
第
六
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
訓
令
甲
第
六
号

本

庁

地

方

機

関

大
分
県
職
員
提
案
規
程
（
昭
和
五
十
三
年
大
分
県
訓
令
甲
第
二
十
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
警
察
本
部
訓
令

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
９
号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署
大
分
県
警
察
の
臨
時
的
任
用
職
員
の
管
理
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
４３年

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２１号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
２９年

３
月
３１日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
坂
規
生

第
１４条

第
７
項
に
次
の
１
号
を
加
え
る
。

⑽
要
介
護
者
（
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
２６年

大
分
県
条
例
第
３５号

）
第
１３条

の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
要
介
護
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
介
護
を
す
る
た
め
、
１
日

の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
１
日
に
つ
き

２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
る
時
間

第
１４条

第
９
項
第
２
号
中
「
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
２６年

大
分
県
条

例
第
３５号

）
第
１３条

の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
（
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
要
介
護
者
」
に
、
「
あ
っ
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
１８条

を
第
１９条

と
し
、
第
１５条

か
ら
第
１７条

ま
で
を
１
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
１４条

の
次
に
次
の
１
条

を
加
え
る
。

（
部
分
休
業
）

第
１５条

臨
時
的
任
用
職
員
が
部
分
休
業
（
育
休
法
第
１９条

第
１
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
請
求
し
た
場
合
に
は
、
任
用
期
間
を
限
度
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
は
、
無
給
と
す
る
。

第
２
号
様
式
中

「
⑸
公
務
災
害
、
女
性
職
員
の
生
理
、
産
前
産
後
、
母
性
健
康
管
理
、
育
児
時
間
、
忌
引
き
、

子
の
看
護
及
び
短
期
の
介
護
に
係
る
休
暇
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
無
給
を

で
付
与
す
る
。

」

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
規
則
・
訓
令
甲
・
警
察
本
部
訓
令
）

三



〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

「
⑸
公
務
災
害
、
女
性
職
員
の
生
理
、
産
前
産
後
、
母
性
健
康
管
理
、
育
児
時
間
、
忌
引
き
、

子
の
看
護
、
短
期
の
介
護
に
係
る
休
暇
及
び
介
護
時
間
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
無
給
で
付
与
す
る
。

に
改

⑹
部
分
休
業
の
請
求
を
し
た
場
合
は
、
任
用
期
間
を
限
度
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
は
、
無
給
と
す
る
。

」
め
る
。
附
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
２９年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１０号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署
警
察
官
の
昇
任
試
験
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
４
年
大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１４号

）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
２９年

３
月
３１日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
坂
規
生

目
次
中
「
第
２５条

・
第
２６条

」
を
「
第
２５条

」
に
改
め
る
。

第
１
条
中
「
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
３２年

大
分
県
人
事
委
員
会
規
則
第
１１号

。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
４４条

た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
規
則
第
４２条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
」
を

削
る
。
第
２
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
昇
任
）

第
２
条
警
察
官
の
巡
査
部
長
、
警
部
補
及
び
警
部
へ
の
昇
任
は
、
試
験
又
は
選
考
の
結
果
作
成
さ
れ
る
昇

任
候
補
者
名
簿
（
第
１
号
様
式
）
又
は
昇
任
選
考
審
査
合
格
者
名
簿
（
第
２
号
様
式
）
（
以
下
「
名
簿
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
２
条
の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
昇
任
の
特
例
）

第
２
条
の
２
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
直
近
上
位
の
階
級
へ
昇
任

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
１
号
に
掲
げ
る
者
で
、
特
に
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の

は
、
２
級
上
位
の
階
級
へ
昇
任
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴
公
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
者

⑵
勤
務
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者

ア
在
職
期
間
が
１５年

以
上
で
、
か
つ
、
退
職
時
の
階
級
に
１０年

以
上
在
級
す
る
者

イ
在
職
期
間
が
２５年

以
上
で
、
か
つ
、
退
職
時
の
階
級
に
５
年
以
上
在
級
す
る
者

ウ
在
職
期
間
が
３５年

以
上
で
、
か
つ
、
退
職
時
の
階
級
に
１
年
以
上
在
級
す
る
者

２
前
項
に
規
定
す
る
死
亡
し
た
者
に
対
す
る
昇
任
は
、
そ
の
者
の
死
亡
し
た
日
に
遡
っ
て
行
う
も
の
と
す

る
。
第
２３条

第
１
項
中
「
昇
任
候
補
者
名
簿
（
第
１
号
様
式
）
又
は
昇
任
選
考
審
査
合
格
者
名
簿
（
第
２
号
様

式
）
（
以
下
「
名
簿
」
と
総
称
す
る
。
）
」
を
「
名
簿
」
に
改
め
る
。

第
２５条

を
削
る
。

第
２６条

の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
２５条

と
す
る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
２９年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
１１号

警
察
本
部

警
察
学
校

警
察

署
大
分
県
警
察
に
お
け
る
人
事
評
価
に
関
す
る
規
程
（
平
成
２８年

大
分
県
警
察
本
部
訓
令
第
２１号

）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
２９年

３
月
３１日

大
分
県
警
察
本
部
長
松
坂
規
生

目
次
中
「
第
１６条

」
を
「
第
１７条

」
と
す
る
。

第
２
条
第
１
項
中
第
２
号
を
削
り
、
第
３
号
を
第
２
号
と
し
、
第
４
号
を
第
３
号
と
す
る
。

第
１６条

を
第
１７条

と
し
、
第
１５条

の
次
に
次
の
１
条
を
加
え
る
。

（
特
例
）

第
１６条

こ
の
訓
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
勤
職
員
の
人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
２９年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
報
号
外
（
警
察
本
部
訓
令
）

四


